第13回　施設処遇検討会議　議事録　H23.8.1

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・小阪和子・上平ユリ子・中村文洋・須々田珠実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原嘉紀・中岫かなえ・馬渕豊子・木村春子・三浦綾

　　　　　　　　　　　   　（欠席者：秋山SGM）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：木村春子
議題

１：下町　サン子様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：松倉　健一様　　（青山荘入所者様）の処遇について

１：下町　サン子様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：便秘症・低血圧

＜問題点・介入方法＞

1 血圧から起床時、歩行時の転倒の恐れがある。

加齢に伴う体力低下（不調の訴えがある）飲水量が多く、下痢症状となっている。

· 起床時の目眩､ふらつきが見られ転倒の恐れがある為、ベットからゆっくり起き立ち上がるように繰り返し説明し､必要に応じて起床時間に訪室し体調確認する。

· 一気に体勢を変えずゆっくり行なうよう説明する。

・　歩行時ふらつきがある時は手すりを利用するよう声掛けしていく。
· 不調の訴えが頻回な場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。

· 過度な飲水が見られ、下痢症状を呈していることが度々ある為、声掛けして体調管理の大切さやアドバイスをしていく。

· 毎日測定した血圧を把握しながら、本人の体調を確認していく。
②洗濯・衣類・手洗いに固執している。

　　適量の日用品の使用が出来ない。偏った衣類の収納をしている。

· 洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間の洗濯は改善されてきている為、今後も預かりとし、適量使用出来るように習慣化を図る。

· 下着のみの洗濯が多く､パンツと一緒に他の洗濯物を洗う事を「汚い」と拒否する為、自分の衣類なのだから一緒でよい事を説明する。また共同で使用する洗濯機なので一度で済ませるよう伝え協力性を促す。

· 頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めたり炎症また本人が気にしている皺の原因になることを説明する。

· ハンドクリ－ム、お茶パックの使用量・購入量が守られてきている為、その事を本人へ伝え継続していけるよう支援する。

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れている為、定期的に部屋の整理整頓を一緒に行いながらタンスや衣装箱への収納の仕方を伝えていく。

＜評価＞
· 病状に変化無く、服薬にも問題は無い。日常生活においては、以前は「洗剤・石鹸の必要量以上の購入」が目立っていたが、購入リストを確認して行うことが出来てきている。頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めたり炎症また本人が気にしている皺の原因になることを説明する。「飲水量」は今でも過度な飲水があり、下痢症状を呈していることがある為、声かけして体調管理の大切さをアドバイスしていく。「起床時のふらつき」では、転倒の恐れがある為、見守りを要することがある。ＡＤＬは自立しているが、加齢に伴う体力低下（不調の訴えがある）もあり、見守りは継続して行って行く。

２：松倉　健一様　　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞
1 中活動について

・デイケア利用の目的意識の獲得

・自宅への定期的な外出泊の実施　　　　→活動領域の拡大
・デイケア以外の日中の過ごし方

・本人が目的意識を持ってデイケアを利用することができるよう、通所の目的や効果について定期面談で振り返りを行う。

・家で遂行する課題を設定し、自宅へ定期的に外出を行う。課題については、本人と家族双方に聞き取りを行い、設定する。

・バスを利用して、自宅への外出を行う。慣れるまでは職員が同行する。

（バス利用訓練として：欲しいものは自分で（徒歩やバスを利用して）買いに行く。慣れるまでは適宜職員が同行する。）

・外出は2週間に1回実施する。慣れてきたら、頻度を増やしたり外泊の実施も検討する。

・荘内での個別プログラムをいくつかのパターンを提示し、週間スケジュールを作成する。デイケア利用日以外の青山荘での過ごし方を見直す。

②金銭管理

・小遣いとは別予算で被服費を設け、小遣いとの用途の差別化を図る

・レシートを保管し、支出の合計金額を本人自身が把握する。

③服薬の自己管理

・服薬チェック手帳を継続使用し、自己管理に向けてステップアップのための地固めを行う。服薬の状況について定期的に振り返る。

・薬の必要性について、本人がどのように感じているのか定期的に話し合い、随時服薬の重要性について説明を行う。

④部屋の整理・整頓

・定期的に職員が訪室し、整理整頓の状況を確認する。不十分な点については、本人の意図を把握した上で、適宜介入を行う。

＜評価＞

・青山荘退所後は自宅で過ごして、デイケア利用は考えていないとの事だったので、日中活動の一つとして、本人が目的意識を持ってデイケアを利用することができるよう、通所の目的や効果について定期面談で振り返りを行う。また、青山荘でのデイケア以外の日中活動も充実させていく。今後はバス利用の訓練と、外出訓練を定期的に行い、慣れるまでは職員が同行する。衣類は姉様に依頼して届けてもらったりしているので、衣類の購入なども自分でできるように訓練をして、金銭管理も同時に行って行く。服薬の自己管理では、服薬チェックを継続して利用し、自己管理に向けてステプアップしていく。保清面では以前よりは意識をして、すすんで洗髪ができており評価している。お盆外泊は家での役割を持つように、手伝いをしてくるなど目的を持って過ごしてくるように指導していく。













